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が関連する」（Dijk 2011：31）と van Dijk が述べているように、「清潔さ」は身体的な衛生
状態のみが問題ではなく、多様な要因が関係する。つまり「階級、社会的地位、エスニシ
ティやナショナリティ、宗教及び宗派、医療的な文脈、そして場所と時間などの全てが水
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1973 年、プロクター＆ギャンブル社は 1977 年、ライオンは 1981 年、花王は 1985 年、カ
スーン社は 1988 年に現地合弁会社を設立した。 
 このような市場競争の高まりと大衆のライフスタイル変化に伴い、浴用と洗濯用に同種
の石鹸を用いていた初期と比べ、用途による商品の細分化と使い分けも進んだ。インドネ
















 Kooy and Bakker によれば、蘭領東インドの首都であったバタビア市（ジャカルタの旧称）



















況であった（同: 76-79, 81）。 
 外資の積極的な導入により開発が進み、経済成長が進んだ 1970〜1980 年代にも、首都ジャ
カルタにおいてさえ、道路、電気、鉄道、空港などが優先された。現在も上水道について
は、保守管理も追いついておらず、老朽化による漏水や、汚水混入などの問題が深刻であ
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る。このためジャカルタでは、多くの家庭でミネラルウォーターが飲み水として利用され
ている。また、統計的な数値を見ると、全国的にも、特にここ 10 年でボトル詰めされた水
（air dalam kemasan）を飲用水とする世帯割合の上昇が著しい。Statistik Indonesia 2020 の
表 4.3.2 によれば、全国の世帯の 38.3％（2019 年）がボトル詰めの水を飲み水として利用
している。これは、Statistik Indonesia 2010 の表 4.3.2 の数値 13.5％（2010 年）と比べても
大きな伸びである。これを世帯数に換算すると、約 828 万 4,000 世帯（2010 年）から約 2,627







































合が設定した「ミレニアム開発目標」（Millennium Development Goals（MDGs）, 2000-2015
年）との関連で、野外での排泄行為を減少させるプロジェクト「コミュニティ主導による




主導の包括的な衛生」（Sanitasi Total Berbasis Masyarakat）プログラムが全国的に実施され
ている。 
 2015 年から 2019 年を対象期間とする中期国家計画では、ミレニアム開発目標を継承発展
し、社会変革への積極的な関与を謳う「持続可能な開発目標」（Sustainable Development 
Goals（SDGs）, 2016-2030 年）の 6 番目の目標「安全な水とトイレをみんなに」との関連で、
インドネシア政府は「2019 年には、安全な飲み水と衛生をすべての人に（Akses Universal 
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 世界的には、ユニセフが、持続可能な開発目標の 6 番目の目標実現のために、「コミュ
ニティ主導の包括的な衛生」（Community-Led Total Sanitation (CLTS)）プログラムとして
実施している。これに連動してインドネシアの保健省が実施する「コミュニティ主導の包
括的な衛生（Sanitasi Total Berbasis Masyarakat (STBM)）」プログラムの５つの主たる目
標は、①野外排泄の根絶（Stop Buang Air Besar Sembarangan）、②石鹸を使った手洗い（Cuci 
Tangan Pakai Sabun）、③家庭での飲み水と食べ物の管理（Pengelolaan Air Minum dan 
Makanan Rumah Tangga）、④家庭ゴミの対策（Pengamanan Sampah Rumah Tangga）、⑤家庭
排水の対策（Pengamanan Limbah Cair Rumah Tangga）である 19。 




 なお、2020 年時点で、厚生省による STBM のモニタリングサイトの数値では、全国で
79.43％の達成率で、衛生目標をまだまだ達成していない州が多い（図 1 参照）。 
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セスが容易なトイレ」と定義されている 20（Millennium Challenge Account - Indonesia dan 
Kementerian Kesehatan Republik Indonesia 2015: 15）。また、STBM 政策の実施に関する記事
























えば、上述の STBM については、ゲイツ財団や、ユニリーバ社の他、国内外の多様な NPO
／NGO が連携組織となっているほか、国際連合児童基金による「世界手洗いの日」（Global 
Handwashing Day）にも、国際企業や NPO／NGO の参画が見られる。 
 「世界手洗いの日」は、国際衛生年であった 2008 年に、石鹸で手を洗う習慣を正しい手
洗いとして広めるため、国際連合児童基金により毎年 10 月 15 日と定められた。インドネ




─  ─ 48
である「Lifebuoy」を提供し、インドネシアの様々な場所で子供の手洗いを勧めるイベン
トを開催するなど、インドネシアにおける「世界手洗いの日」のサポート事業を実施して
いる。また、2012 年から一日５回の手洗いを少なくとも 21 日連続して続けることで習慣




















そして清潔さを考える際に重要な意味を持つようになった。この layak という語が、rumah 
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蘭領東インドの植民地政府による医療行政が本格化したのは 19 世紀末である（大木 2002：119）。
なお、ジャワ島では、19 世紀末から 20 世紀前半にかけて、ペスト対策として公衆衛生の改善が
試みられたが、その主な施策は疫病の媒介動物である家鼠を排する新たな住居への建て替えであっ
た（村上 2017：220-221）。 









8 なお 1970 年代半ばの同誌には国際企業の多様な石鹸・洗剤の広告が掲載されていた一方で、同時




1901 年から 1920 年代半ばころまで採用した開明的政策」（同：450 右）である。蘭領東インドの
現地住民に対するオランダ人の倫理的義務をうたい、現地住民の福利向上などを目指した。 
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死亡者のうち 42%、年間 16万 2000人の 0歳児が下痢で亡くなっている（Kementerian Kesehatan 
Republik Indonesia 2018）。 
17「2006 年には衛生へのアクセスが 35%であったが、2014 年には 61.1%に到達」（Direktorat 
Kesehatan Lingkungan dan Direktorat Jenderal Kesehatan Masyarakat Kementerian 








（Setiap individu dan komunitas mempunyai akses terhadap sarana sanitasi dasar sehingga 
dapat mewujudkan komunitas yang bebas dari buang air di sembarang tempat.）。②それぞれ
の世帯は安全な飲料水および食品を世帯で処理することができる（Setiap rumah tangga telah 
menerapkan pengelolaan air minum dan makanan yang aman di rumah tangga.）。③各世帯お
よびコミュニティ内の公共設備（学校、役所、レストラン、保健所、市場、ターミナルなど）は
手を洗うための設備（水・石鹸・手洗い場）を用意して、すべての人が適切に手を洗うことがで
きる（Setiap rumah tangga dan sarana pelayanan umum dalam suatu komunitas（seperti 
sekolah, kantor, rumah makan, puskesmas, pasar, terminal）tersedia fasilitas cuci tangan（air, 
sabun, sarana cuci tangan）, sehingga semua orang mencuci tangan dengan benar.）。 
20 原文は、“Jamban sehat adalah sarana pembuangan tinja yang efektif untuk memutus mata 
rantai penularan penyakit, termasuk kemudahan akses fasilitas cuci tangan.”。 
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22 Burke 1996 は、植民地期のジンバブエ（アフリカ）に注目し、水回り用品の歴史的分析をしてい
る。この中でリーバー・ブラザーズ社の販売戦略を議論し、19 世紀半ば以降に、石鹸に象徴され
る西欧的な近代の受容および植民者との優劣関係とともにジンバブエ人の衛生観念が変化する中
で、ジンバブエ人の男性性と女性性が、同社の Lifebuoy と Lux にそれぞれ関連づけられていく様
子を描いている。 








歴史文化研究」（実施期間：2018 年 10 月から 2021 年 9 月）の成果の一部である。 
